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*本報告書の全部又は一部の無断転載・転用は固くお断りします。また、当該報告書を基に広告、カタログやインターネット等に、当財団
の名義を使用する事を希望する場合には、使用内容ごとに書面にて事前に相談してください。
*本報告書に記載の試験結果は、提供された試料に対するものであり、ロット全体の性能を代表するものではありません。
*公印のない報告書は正式なものではありません。
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試　験　結　果
・試験名:　　　　　ウイルスを用いた抗ウイルス性能評価試験

・ウイルス接種日:　平成30年l月17日

。試験品の種類.　　液体
・試験方法:　　　　別紙2を参考
・無加工品名:　　　PBS(コントロール)

・11数:　　　　　　　n=1

・試験ウイルス:　Influenza A vlruS(HINl)A/PR/8/34株

(A型インフルエンザウイルス、ATCC VR-1469)
宿主細胞:MDC暗闘包(ATCC CCし-34)

。予備照射条件:　　無し
o試験品の無菌化:　無し
・光源の種類・　　　白色蛍光灯Fし20S銅′/18

。照射条件:　　　　照度　　5001x

照射時間　　4時間
シャープカットフィルター:Type B(N169、380m以下の波長をカット)

・照度計:　　　　　株式会社トプコンIM-600M

・保湿用ガラス:　　棚珪酸ガラス
。ウイルス感染価の測定方法:VlralToxGloAssayTÅIキット(プロメガ社)を用いたTCID5。測定法

[試験の結果]

試験結果
インフルエンザ 　ウイルス  4時間　5001Ⅹ 

ウイルス濃度(TCID50/ml)* 

PBS  1.7B十05 
(BB_500) 

ec0lalaCしEAN ECOPURE  2.2E十03 

(CB_500) 

*"E十05"とは"×100“を表す。
oVB_500:抗ウイルス活性値(明所)=　　　1.9

[VL=しog(BF_し)-Log(CF_し)]
B:無加工品、C加工品
F:シャープカットフィルターの種類
し可視光照度

e試験開始時のウイルス濃度.7.8E+05TCID50/ml
。検出限界:2.OE十03TCID50/m工

(サンプルの細胞毒性を考慮して設定した)
・サンプルとウイルス液を5ml:0.15血lの割合で混合し、ゆ6c血の
シャーレに入れ、光照射を行った。この混合液1皿l当たりのウイルス
濃度を結果として示している。



別紙2

抗ウイルス性能評価試験の方法*
(インフルエンザウイルス)

*本試験法は、工SO18184、JIS R1706、JIS R1756を参考に当試験室で作成したものです。

①ウイルスの調製(図1)
インフルエンザウイルス(克君ue月zaA!′上上旬S(初姻)
A伽4株)を宿主綱包であるMDCK(Mad⊥n-Darby canine
kldney cell)細胞に感染させます(a)。培養後、90%以上の細胞
変性効果(cytopathic effect.CPE)が見られた時点で、培
養上清を回収(b)し、フィルター及び遠心分離により精製した
ものを、保存ウイルス液とします。

a　ウイルス添加　　b.試験ウイルス回収

図1　ウイルスの感染

②毒性試験
試験中及び回収作業中に、試験サンプルに含まれる成分も同時に溶出されますので、それが宿主細胞を障害もしくは感染を阻
害するおそれがあります。もし、このような細胞毒性があるサンプルの場合、正確に抗ウイルス活性を評価することができませ
ん。そのため、本試験の前に、試験サンプル自体の毒性を確認するために、毒性試験を推奨しています。
毒性がない場合は、本試験を行います。一方、毒性が認められる場合は、毒性の強さを考慮し、本試験の可否を判断します。

③試験方法(図2,3)
①の保存ウイルス液をりん酸緩衝液(PBS)で、適当な濃度に希釈しく10倍以上)、これを試験ウイルス液とします。この試
験ウイルス液150Hl(必要に応じて、75-40〔恒lまで変更可)を無加工品及び加工品に滴下し、密着フイルムを載せます(図
2)。これらを、保湿環境下25℃±3℃で仕様書の通り暗所静置及び光照射を行います(紫外光もしくは可視光、必要に応じて
シャープカットフィルター使用、図3)。照射時間は、4時間を標準としています。所定時間静置後、試験ウイルス液を5血lのPBS
により回収します。0時間とは、ウイルスを接種後すぐに回収することを意味しています。

蛍光灯(可視光)orブラックライト (紫外光)

保滑川カラース　一一

諒駁ウイ′レス綾

ろ緑一塙常永掃--一㌦

カバ・一ブイ′レム

__-一一一誌熟月

ー‾--カラス管

図書　轟挨サンプルの椅成

④ウイルスの定量(図4)
③で回収したウイルス液をPBSを用いて10倍の希釈系列を作

成し、予め96穴プレートに培養しておいた感染価測定用の胸CK
細胞に、50ふ亘のウイルス希釈液を加えます。34℃、5%CO2条件
下で4-5日間培養を行います。培養後、Vn-al ToxGIo AssayT!il
キット(プロメガ社)を用いた発光法により、それぞれの
TCID50(50%Tissue Cultu丁eInfectious Dose　宿主細胞のう

ち半分がウイルスに感染した時のウイルスの濃度)を測定しま
す。

⑤抗ウイルス活性値の計算(図5)
各水準で得られたTCID50の値から下記の式により、抗ウイル

ス活性値(Ⅴ)を求めます。
明所でのウイルス活性値(の二10g(Bし)-10g(亀)
暗所でのウイルス活性値(VD)=log(BD)-log(G)
光照射による効果(△V)二Vし-VD

A:0時間については、試験サンプルに吸着せず回収できている
かの確認となります。

シャープカット
フィルター
(必要に応じて)

試験サンプル

図3　光照射装置

96ウェルプレート

陸重要重患吐
回収後段階希釈した
ウイルス液を加える

≒珍　4日間培養

も・
TCID50の測定

図4ウイルスの定量

試験結果(TCID50/sample)

0時間  △時間 暗所  明所 
無加工品  A  BD  Bし 
加工品    CD  Cし 
図5　典型的な試験結   ‾果の例(n二1の場合) 
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*本報告書の全部又は一部の無断転載・転用は固くお断りします。また、当該報告書を基に広告、カタログやインターネット等に、
当財団の名義を使用する事を希望する場合には、使届内容ごとに書面にて事前に相談してください。
*本報告書に記載の試験結果は、提供された試料に対するものであり、ロット全体の性能を代表するものではありませんo
*公印のない報告書は正式なものではありません。
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試　験　結　果
・試験名・　　　　　細菌を用いた抗菌性能評価試験

・試験開始日:　　　平成29年11月22日

・試験品の種類:　　液体
・試験規格:　　　J工S R1752.2013(可視光応答型光触媒、抗薗)を参考

ENlO40:2005欧州試験法(消毒薬)を参考
・無加工品名:　　　PBS(コントロール)

・n数:　　　　　　　n二l

・試験菌:　　　　　大腸菌(蝿RC3972)

・予備照射条件:　　無し
・試験品の無菌化:　無し
・光源の種類.　　　白色蛍光灯FL20SSW/18

・照射条件:　　　　可視光　5001x

照射時間　0,30,60,240min

シャープカットフィルター
・照度計:　　　　　株式会社トプコン工M-600I、う

・保温用ガラス:　　棚珪酸ガラス

[試験の結果]

試験成立条件の判定:JIS規格を参考としているため適用外

測定結果

Type B(N169、380皿以下の波長をカット)

大腸菌  生菌数(cfu/test皿ixtureml)幸1     RB-5。。:抗菌活性値(明所)半2 
O　皿in  5001Ⅹ    5001x 

30　min  60　min  240　皿in  30　皿in  60　min  240　min 

PBS(Control)  1.7E十07  L5E十07  1.4E十07  9.7E十06  ー  ー  ー 

ec0lalaCLEAN/ ECOPURE/ KeepCleanPowder  ー  〈1.O恩十01  1.OE十Ol  〈1.OE十01  6.1  6.1  5,9 

幻′′E十07"とは"×107〃を表す。
*2J工S規格を参考としているので、参考値
接種菌液の濃度:1.6×108cfu/ml(1/500NBに懸濁)
サンプルと茜液と滅菌水を4.O皿l:0,5mlこ05mlの割合で混合し、め6c血のシャーレに入れ、光照射した。
抗菌活性値(明所):[RF+=しog(UF_I)-Log(TF_I)]

F:シャープカットフィルターの種類、I’可視光照度
日:無加工品、T:加工品



参考資料

距S龍且752:20鵬試験結果の計算

ファインセラミックスー可視光応答形光触媒抗菌加工製品の抗菌性試験方法o抗
菌効果

昧_I:照度条件F及び工での可視光応答形単味光触媒抗菌加工平板状製品又は可視光応答形ハイブリッド光
触媒抗菌加工平板状製品の抗菌活性値
耳:試験で用いたシャープカットフィルタの種類(A又はB)

I:試験で用いた照度(1x)

Us:可視光応答形単味光触媒抗菌加工又は可視光応答形ハイブリッド光触媒抗菌加工していない試験片
(無加工試験片)の接種直後の3試験片の生菌数の平均値(個)
UF_I:可視光応答形単味光触媒抗菌加工又は可視光応答形ハイブリッド光触媒抗菌加工していない試験片
(無加工試験片)を照度条件蘭で8時間光照射した後の3試験片の生菌数の平均値(個)
TF-I:可視光応答形単味光触媒抗菌加工又は可視光応答形ハイブリッド光触媒抗菌加工した試験片を照度
条件F-工で8時間光照射した後の3試験片の生菌数の平均値(個)
△R:可視光応答形単味光触媒抗菌加工平板状製品又は可視光応答形ハイブリッド光触媒抗菌加工平板状
製品の光照射による効果
UD:可視光応答形単味光触媒抗菌加工又は可視光応答形ハイブリッド光触媒抗菌加工していない試験片
(無加工試験片)を8時間暗所に保存した後の3試験片の生菌数の平均値(個)
甘D:可視光応答形単味光触媒抗菌加工又は可視光応答形ハイブリッド光触媒抗菌加工した試験片を8時間
暗所に保存した後の3試験片の生菌数の平均値(個)

RF-I=log[UF-意仙s]-log[TF-I/Us]=log[UF-I/TF-I]

△R二log[U五/TF-IHlog(UD仙s)置log(TD/Us)]=log[UF-I/TF-I]-1og[UD/TD]
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2017年(平成29年)11月23日

試験報告書㊥

株式会社　SBMpl u s

日本黄白弁糖憾蛾　-

ェコピュア(ECOPURE)

表　　題　　雌マウスを用いる急性経口毒性試験

2017年(平成29年)10月05日当センターに提出された上記検体について試験した結果をご報告いたします。

本報告書を他に掲械するときは当センターの掲載規約をお守りください。
一般財団法人

日本食苗郡斤センター
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雌マウスを用いる急性経口毒性試験

要　　約

検体について,雌マウスを用いる急性経口毒性試験(限度試験)を行った。
5000mg/kgの用量の検体を雌マウスに単回経口投与し,14日間観察を行った。その結果,観察

期間中に死亡例は認められなかった。
以上のことから,マウスを用いる単回経口投与において,検体のLD50値は,雌では5000mg/kg

を超えるものと評価された。

一飯財団法人

日本食品分析センター
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l　依頼者
グローバルoエコロジー株式会社

株式会社　SBMpl u s

2　検　　体

エコララクリーン(ec01ala CLEAN)

エコピュア(ECOPURE)

3　試験実施施設
一般財団法人日本食品分析センター　多摩研究所

東京都多摩市永山6丁目11番10号

4　試験期間
2017年10月05日へ2017年11月23日

第17113741001-0101号　page3/5

5　試験日的
検体について,OECDGuideline for Testing of Chemicals420(2001)に準拠し,雌マウ

スにおける急性経口毒性を調べる。

6　試験液の調製
検体を注射用水で希釈し,250mg/mしの試験液を調製した。

7　試験動物
5週齢の工CR系雌マウスを日本エスエルシー株式会社から購入し,約1週間の予備飼育を
行って一般状態に異常のないことを確認した後,試験に使用した。試験動物はポリカーボ
ネート製ケージに各5匹収容し,室温23℃±3℃,照明時間12時間/日とした飼育室におい
て飼育した。飼料[マウス,ラット用固型飼料;ラボMRストック,日本農産工業株式会社]及
び飲料水(水道水)は自由摂取させた。

一般財団法人

日本食品弁析センター



『R』
第1711374100十O101号　page4/5

8　試験方法
検体投与用量として5000mg/kgを投与する試験群及び溶媒対照として注射用水を投与する
対照群を設定し,各群につきそれぞれ5匹を用いた。
投与前に約4時間試験動物を絶食させた。体重を測定した後,試験群には試験液,対照群
には注射用水をそれぞれ20mし/kgの投与容量で胃ゾンデを用いて強制単回経口投与した。
観察期間は14日間とし,投与日は頻回,翌日から1日1回の観察を行った。投与後7及び14
日に体重を測定し,しeveneの検定を行った。分散に差が認められなかったため,Studentの
t」検定により群間の比較を行った。有意水準は5%とした。観察期間終了時に動物すべてを
剖検した。

9　試験結果
1)死亡例

いずれの投与群においても,観察期間中に死亡例は認められなかった。

2)-般状態

いずれの投与群においても,観察期間中に異常は見られなかった。

3)体重変化(表-1)

投与後14日の体重測定において,試験群の1例で体重減少が認められた。また,投与後7
日の体重測定において,試験群は対照群と比べ体重値に差は見られなかったが,14日の体
重測定においては試験群の体重値が対照群より有意に低かった(p〈0.05)。

4)剖検所見
観察期間終了時の剖検では,すべての試験動物に異常は見られなかった。

10　結　　論

検体について,雌マウスを用いる急性経口毒性試験(限度試験)を実施した。
その結果,観察期間中に死亡例は認められなかった。
以上のことから,マウスを用いる単回経口投与において,検体のしD50値は,雌では5000

mg/kgを超えるものと評価された。

一般財団法人

日本食品分析センター
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表-1体重変化
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投与群  投与前  投与後(日) 
7  14 

試験群  28.4±l.1(5)  30.3±1.8(5)  31.0±l.7*(5) 

対照群  28.5±1.2(5)  31.7±1.2(5)  34.0±0.7(5) 

体重は平均値±標準偏差で表した(単位:g)。
括弧内に動物数を示した。
*　対照群との問に有意差あり(p〈0,05)。

一般財団差入

日本食品分析センター

以　　上
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